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津軽方言話者のスタイノレ切換え
阿部貴人・坂口直樹
1. 調査の概要
1.1. インフォーマント情報
〔表1)
年齢 職業
SA 69 農業
SC 66 農業
居住歴
0・:青森県弘前市
0・:青森県弘前市
YA 23 教諭 0・18 :青森県弘前市 18・22 :東京都 22・:青森県弘前市
YC 23 会社員 0・:青森県弘前市
YF 25 学生 0・18 :兵庫県姫路市 18-大阪府池田市
1.2. 談話情報
〔表 2)
話者 話者聞の関係 収録時間 談話の展開
老ー老 SA-SC 夫婦 31 分 SC 主導
老ー若 SA-YA 祖父と孫 33 分 YA が質問、 SA が答える
老-調 SA-YF 初対面 39 分 YF が質問、 SA が答える
若ー若 YA-YC 同年代 42 分 ほぽ同量の発話
若ー調 YA-YF 初対面 46 分 YF が質問、 YA が答える
2. 結果および考察
2.1. 一人称代名調
2.1.1. 結果
〔表 3)
老 (SA)
対老 対若
ワタシ系車 1
ジプン
オラ系 *2*3
対調
3 
若 (YA)
対若 対老
ワ系 *2 2 3 . - 34 15 
事 1 ワタシ系:アタシ・ワダシ・アダシを含む
*2 ワ系・オラ系:一人称複数を表すワンド・ワンダヂ、オランド・オラダヂを含む
*3 津軽方言では、若年層はオラ系は使用しない。
対調
. 
9 
(1) SA は、方言話者である SC ・ YA にはワ系・オラ系、 YF にはオラ系・ワタシ系
の切換えがみられる。
(2) YA では、《対老))((対若)) : ((対調》においてワ系:ジプンというカテゴリカルな
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切換えがみられる。
(3) YA のジプンは所属していたサークル(運動部)の影響と思われる。
(1) 
→028YA: ですねー。い、高校 1 年の時は甲子園に行ったんですけど一。 (YF: あっ、そ
うなんですかー)あの、皇金は出てないですけど。 (YF: えーえー)応援で行っ
たんですけど。(若ー調〕
2.1ム解釈
(a) 津軽方言では、ワ系は目下・同等の話者に対して用いる。それに対し、オラ系
にはそのような制限がない。このため、オラ系は《対調》でも使用されている
と
思われる。
(b・ 1) SA では、対方言話者にはワ系・オラ系、《対調》にはオラ系・ワタシ系が使用
されていることから、オラ系は待遇的にニュートラルな形式であると考えられ
る。
(b・2) また、ワ系が対方言話者のみに、ワタシ系が《対調》のみに使用されているこ
とから、ワ系→オラ系→ワタシ系といった待遇による位置付けが存在する可能
性がある。
(b・3) あるいは、ワタシ系は方言では使用されない共通語マーカー(その形式の使用
が共通語スタイルに限られる)である可能性もある。これについては、対方言
話者でフォーマルな談話を設定した場合の切換えの様相を調べる必要がある。
(c) YA は「ジプンJ をフォーマルな形式と位置付けており、フォーマルな場では「ジ
ブンJ を使用し、ワタシ系へは切換えられないと思われる。{フォローアップ・
イシタビューでも確認できている)
2ム原因・理由表現
2ム1. 結果
〔表 4 接続助調〕
ノデホ E
カラ
老 (SA)
対老 対若 対調
若 (YA)
対若 対老 畑一ロ
12 
ドゴデ*2 _ 2 
ハ(ン)デ1 ・ 5 - 56 31 
*1 ノデはンデを含む。
*2 ドゴデは古い形式と意識されており、 YA は使用せず、ハンデのみを用いる。
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(1) SA は、《対若》にハ(ン)デ・ドゴデという方言形式を用い、対 YF にカラを使用
するといった切換えが見られる。
(2) YA は、対方言話者(SA . YF)にハ(ン)デ、《対調》にカラ・ノデを使用するとい
った切換えが見られる。
(3) YA は共通語「ノデ」が不自然となる発話(1 例)以外はノデ(ンデ)を使用している。
なお、下に示す (1) が不自然なのは、心内発話を示す助詞とのフレームに入っ
ていること、 r ......，からだ」の用法をノデが備えていないことの 2 つが考えられる。
(2) 
→143YA:あ、あのー応部活の合宿所ってゅうかあの、部活だけの (YF: はーはーはー)例え
ぱ、柔道なら柔道の合宿所が多くなったってゅう理由もあると思うんですけど、 (YF: え
ー)あとやっぱりそうゅう寮とかに入らずに一人暮らししてー(YF: はー)楽をしようと
いう(笑)学生が増えたからだと患うんですけど。 (YF: はー)はい。毎年減ってます
ね。(若一調〕
(4) 接続詞の切換えは以下のように、 YA が対方言話者に対して方言形式を、《対調》
に対して共通語形式を使用するといった切換えが見られる。
〔表 5 接続詞〕
ダカラ
ダハンデ
シタハンデ
ダンデ
老 (SA)
対老 対若 対調
若 (YA)
対若 対老 対調
2 
18 
引
22
3 
2ム2. 解釈
(a) SA ・ YA は、ぞれぞれ以下のように、形式を方言・共通語のマーカーとして認
識していると考えられる。
(a-l) SA はカラを《対調》でのみ使用することから、共通語マーカーと捉えている
と思われる。
(a・2) YA は (2) から、カラ・ノデ(ンデ)の両形式を共通語マーカーと位置付け、さ
らに (3) の結果から、ノデ(ンデ)がより丁寧な形式であるといった意識を持っ
ていると思われる。
(b) SA ・ YA の切換えの違いは、形式の対応関係においても現れる。
(b-l) SA では、ノデの使用が見られないため、ハンデ・ドゴデ=カラといった対応
関係を持っていると考えられる。
(b・2) YA は、方言専用形式ハンデを (3) のような文法的制約によってカラ・ンデに
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切り替える。
(c) 当該方言の中年層は、ノデ・カラを共通語マーカーと認識し、さらにドゴデ=
ノデ、ハンデ=カラといった対応を行っている(阿部 2001)。本調査の老年層・
若年層の結果と、阿部(前掲)による中年層の結果から、原因・理由形式の切換え
は、図のようなマーカー機能と対応関係によって行われていると考えられる。
[図 1 津軽方言におけるマーカー機能と対応関係]
老年層 中年層 若年層
一一 . . 方言 j 共通語. . 
2ふ逆接形式
2ふ1. 結果
〔表 6J
老 (SA)
対老 対若
ケド類* 1 司 4 
ノミッテ 2 
ドモ*2 _ 1 
*1 ケド類にはケドモ( 1 例)を含む。
マ]カー ! "?ーカー
ハンデ i カラ
ドゴデ j ノデ
対調
1 
事2 YA はドモは使用しないと内省している。
若 (YA)
対若 対老
69 29 
23 
対調
91 
(1) SA は、《対老》にはパッテ、《対若》にはケド・パッテ・ドモ、《対調》にはケ
ド類という連続的な切換えが見られる。
(2) YA は、方言話者である SA ・ YC にはパッテとケド類を、《対調》にはケド類の
みといった切換えを行っている。
(3) YA の《対調》におけるケド類は 82%(75/91 例)が言いさし表現(し、わゆる終助詞
的用法)によるものである。
(3J 
→028YA: ですねー。い、高校 1 年の時は甲子園に行ったんです立互二。 (YF: あっ、そうな
んですかー)あの、自分は出てないですけど。 (YF: えーえー)応媛で行ったんです
立互。
029YF: あー。じゃ一、あの辺りをいろいろとご存知。
→030YA: いや応援で行ったので別に遊びに行ったようなものなんですけど。(若ー調〕
2ふ2. 解釈
-15 -
津軽方言話者のスタイル切換え
(a・ 1) SA ・ YA ともに、方言話者にもケド類を使用しており、方言・共通語のマーカ
ーとしての機能は見られない。連続的な切換えとカテゴリカルな切換えは、マ
ーカー機能を持つ項目(例えば、原因・理由表現)と方言に共通語形式が侵入し
ている項目(逆接)の違いによると考えられる。同様の結果は当該方言の中年層
の切換えを分析した阿部(2001)でも確認されている。
(a・2) このことから、同じ接続助詞の切換えでも、切換えが連続的かカテゴリカノレか
は、共通語形式の方言への流入状況とも深く関わると考えられる。
(b) YA は (3) のようにケド類による言いさし表現を《対調》で多用することから、
ケド類の言いさし表現が丁寧さを表す機能を持っていると思われる。
2.4. 否定表現
2.4:1. 結果
〔表 7*1)
老 (SA)
対老 対若
若 (YA)
対調 対若 対老 対調
ナイ ・ 1 15 ・ ・ 30 
ネ(一) 9 21 1 81 43 
ホ I 表は「ではないか」相当以外の否定表現を集計したものである。「ではないかj は次節で扱う。
(1) 内省調査の結果から、 SA. YA ともに、ネ(一)とナイを音声的な変異ではなく、
形式的な変異と意識している。
(2) SA は、連続的な切換えではあるが、方言話者(SC ・ YA)にはほぼネ(一)を用い、
《対調》ではナイに切換える。
(3) SA の《対調》のネ(一)(1 例)は可能表現(否定)であり、「ネ(一)J →「なしリの置き
換えが当該方言では許容されない場合である。つまり、「のぼらい主主こ」は許容
されない。
(4) 
150SA:あのはしご使って。
151YF:あ一一。 (SA: 笑)危ないですねー。
152SA:年寄だぱのぼらい担。[年寄は登れない]
153YF:あ一、若い人が[笑]
154SA:ん一、若い人。 〔老ー調〕
(4) YA は、方言話者(SA ・ YC) : ((対調)) =ネ(一) :ナイといったカテゴリカルな切
換えが見られる。
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2.4.2. 解釈
(a・ 1) 当該方言では、従来の方言形式と共通語形式の共起が許容されない場合がある。
(ただし、すべての方言形式/共通語形式の共起が許容されないのではなく、
項目によって異なる。詳しくは文法形式を扱った阿部(2001)参照。)
(a・2) (2) のように、 SA は基本的にナイに切換えるものの、 (3) のように他の形式
との共起関係が切り換えを随む要因となることもある。その場合の共起とは、
文法的形式同士に限らず、本節のように形態音韻論的な環境もあり得る。
(a・3) 私見では、東北地方の多くの地域で方言形式と共通語形式の共起に許容される
項目/許容されない項目が存在するようである。この点が、切換えに影響して
いる可能性もあり、他の地域でも存在するのか否かを調べる必要がある。
2.5. ではないか
2ふ1. 結果
〔表 8*1)
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ジャナイカ 2 
ジャナイガ 4 
デナイガ
デネ(一)ガ s 3 2 
*1 SA ・ YA の談話で使用されたのは fではないか 2 類J (岡野村 1988)のみである。
(1) SA の《対調》でのデナイガは、ネ(一)をナイに対応置換させたネオ形式である。
(5) 
142SÂ:N一、やづぽ遭う、普みたいに雷よ雷今年 Iま多いけど (YF:元一)全般に少ないね.
(YF: あー)ん一。
143YF:普はもっと降ったんですか。
144SA:ん一、やっぱりこのぐらいは降ったんでないが。 〔老ー翻〕
2.5.2. 解釈
(a) SA の《対調》の切り換えのあり方として、( i }文の構造自体を切り替える場合、
(五)対応置換によって形式を置き換える場合の 2 通りが考えられる。
( i ) 津軽方言には助調「ハ」を介する否定構文がない。しかし、「ハJ を介し(=
ジャ)
デ+ネ(一)+ガ • ジャ+ナイ+カ(ガ) とする場合。
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(誼) 助調「ハ」を介さない方言の構造のまま:
カカネ(一) :カカナイ=デネ(一)ガ :X
x=デナイガ とする場合。
(b) SA のように、対応置換によるネオ形式が使用されるのは、ナイが前節で述べた
方言形式と共通語形式の共起において、方言形式とも共起できる形式であるた
めである。
(c・ 1) SA で使用されたデナイガが l 例のみであるため分析が困難であるが、助調「か」
が「ガ」で実現されていることも注目に値する。つまり、「デナイ主J で実現されるこ
とがあるとすれば、下図のようなといった切換え方が考えられる。
〔図 2 ではないか第 2 類の切換え方(予想函))
匡宝玉司
• ネ(ー):ナイの対応置換
匠4jl 
構造の切換ンて化から非有声への切換え
|ジャナイガ1 17'7-47J1 
有…非有声一 ~…ぇ
|ジャナイカ|
(c・2) 図 2 のような切換えのプロセスがあるとすれば、対応置換の後に構造の切換
えといわゆる有声化現象(/t/ ・/k/が有声母音間で有声子音で実現される現象)
の切換えのどちらが先行するのかといった課題;がある。
(c・3) また、形態の切換えと音声・音韻の切換えは独立していることも考えられる。
2.6. ガ格
2.6.1. 結果
〔表 9)
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ガ 8(40) 12(12.5) 10(16.4) 46(93.9) 
φ 8 16 12(60) 84(87.5) 51(83.6) 3(6.1) 
(1) SA は方言話者(SC • YA)では fガj が使われず、《対調》で使用される。
(2) YA は、対方言話者(SC • YA)でもガは用いられるものの、《対調》での割合が高
し、。
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2ふ2. 解釈
(a) 丁寧な談話であると内省する《対調》で SA .YA ともに (1) (2) のような切換
えを行っていることから、「ガj を使用することで丁寧さを示していると考えら
れる。
2.7. ヲ格
2.7.1. 結果
〔表 10J
ヲ
ゴト
ト
トパ
φ 
対老
2(22.2) 
7(77.8) 
老 (SA)
対若
1(6.7) 
14(93.3) 
対調
10(40) 
15(60) 
(1) SA、 YA ともに連続的な切り換えである。
若 (YA)
対若 対老 対調
2(4) 14(43.8) 
1 (0.7) 
3(4.3) 
1(0.7) 1(2) 
65(94.3) 47(94) 18(56.2) 
(2) SA は、《対調》で「ヲ J の使用への切換えを行ない、省略の割合が低くなる。
(3) YA は、《対調》では「ヲ」の使用率が高くなり、 SA と同様に省略の割合が低く
なる。
(4) ただし、 YA では、前節のガ格に比べて省略の割合が高して対 YF: :ガ格 6.1% 、
ヲ格 56.2%)
2.7.2. 解釈
(a-l )前節のガ格と同様に、ヲの使用の増加によって丁寧さを示している。
((1-2) ただし、 (4) から、ヲよりもガの使用の方が丁寧さを示す項目として働いてい
ると考えられる。
2.8. ニ格
2.8.1. 結果
〔表 11 判〕
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ニー 6 13 ・ 1 16 
サ 4 5 1 37 49 
*1 表には方向格のほか、変化の結果(~になる)など、共通語「にJ 相当の用法を含む
(1) SA は《対老》はサ、《対若)) ((対調》はサとニといった連続的な切換えが見られ
-19 ・
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る。
(2) SA の《対若》における「ニj は、人の存在(，，-，にいる、 5 例)、変化の結果(，，-，に
なる、 1 例)である。
(6) 人の存在
139YA: どんだんだべな。 (SA 笑)もうちょっとでねが。 M(人名)どな、 T(人名)な。 (SA んー)K(人
名)も分がるベ?
→140SA:K(人名)も分がる。 K(人名)、 P リーグ!三いだとぎがら (YA: んー) S(チーム名)!三いだとぎ
がらな。 〔老一若〕
(7) 変化の結果
085YA: ん一、 M(人名)だはんでわ J(学校名)で一年生の時 K(大会名)さ行ったつきや
(SA: んー)そん持に一緒に来てったんだだはんで K(大会名)さ。 (SA: んー)生で
見だんだ M(人名)とぱ。 (SA: んー)やっぱおつきおつきがったよ。 (SA: んー)他の選
手よりも。
→086SA:M(人名)だぱあれい一選手主主主んでねが。 〔老一若〕
(3) YA は《対老》には「ニJ を 1 例使用するものの、対方言話者にはほぼ fサJ 、《対
調》には「ニJ という切換えを行っている。
2.8ム解釈
(a) 当該地域の中年層では、「変化の結果」が内省では「サJ であるにもかかわらず、
方言談話でも「ニJ のみが使用されるという報告がある(阿部(前掲))0 SA では
f入の存在J も同様である可能性がある。
(b) つまり、共通語形式の取り入れが関係しているのである。
(b・ 1) ある用法に共通語形式が完全に取り入れられているのだとすれば、それは切換
えではない。
(b・2) しかし、ある用法において、方言形式と取り入れられた共通語形式が共存する
状況であれば、その用法が切換え切換えやすいなどの可能性がある。このこと
を検証するためには、内省調査と多くの談話例が必要であり課題となる。
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2.9.1. 結果
〔表 12*1)
デショ
老 (SA)
対老 対若
阿部貴人・坂口直樹
若 (YA)
対調 対若 対老
.r-: 2 12 1 52 28 
ピョン *2 1 4 1 3 1 
*1 確認要求用法は見られない。
*2 r ピョン」は「ベ」に文末詞「オンJ が下接した形式である
対調
(1) SA の《対調》では l 例ではあるが『ベJ r ピョンj が用いられており、連続的
な切換えとなっている。
(8] 
046SA: それがらの、農協、農協でも、やってます。
047YF:あ一一。普から、林檎と、お米だったんですか?
→048SA:んーーと、途中で婚やしたから、ま、林檎と、米だ竺な、普つから。
(9] 
130SA: 馬、えーと、私やってら時一頭だけど、やる前はニ顕だったって.
131YF: は一、どんな馬でした?
→132SA:ん一、気性が荒い、 (YF: 笑)馬だったな一。 (YF: えー)扱う人にもよるんだ豆主企。
(10] 
1965A: ん一、普は泳げたけど、最近はちょっとあの泳げないんじゃないがな(YF: あー)あの
およ、泳ぐとおごらいるんじゃないが。
197YI; え、それはどうしてですか。
→1985A:危険性あるから主」主。 〔老ー飼〕
(2) ((対調》ではー SA は推量形式をあまり用いず、 YA では全く見られない。
2.9.2. 解釈
(a) 切換えとは関わらないが、推量形式は聞き手めあて性の低い表現になる可能性
がある。丁寧さが要求される(と意識される) ((対調》では、聞き手めあて性の
低い表現が避けられ、これによって (2) のように推量形式の使用が控えられる
のではないか。
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(b) 確認要求用法も、フォーマル場面では避けられるものと思われる。 SA、 YA は
《対調》でほとんど質問をしておらず(YA で l 例)、談話の展開のあり方とも関
係するところである。
2.10. とりたて助調
2.10.1. 結果
〔表 13)
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ノ、 6 49 9 19 56 
ダパ 4 14 17 12 
キャ 8 3 
(1) SA. YA ともに連続的な切り換えである。
(2) SA の《対若》での[ハ」は、 6 例中 4 例が直前の YA の発話(質問)で「はJ が
使用されている場合である。
(11) 
033YA: だんで野球す、お母さんがら間いだんだけど一、野球だはんで、 (SA: ん)あの H
おじちゃんさ H ってつけだって (SA: んー) N(人名)好ぎだはんでって。 (SA: ん
だ)今でも野球は見るんだよな。
→034SA: 野球は見でる。
2.10ム解釈
(a) (1) から、 SA の《対若》での「ハ」は、相手の発話にアコモデーションした
結果と考えられる。
2.11. 丁寧形式
2.11.1. 結果
〔表 14*1 丁寧形式の有無〕
老 (SA)
対老 対若 対調
丁寧形式 ・ - 17 
ホ l 表は丁寧形式が使用されるか否かのみの集計である。
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〔表 15*1 SA の対調における丁寧形式を含む発話と他の形式〕
項目数 方言形式 共通語形式 方言の項目
発話 l 312 ニ格
共通語の項目
ニ格、原因・理
由形式
発話 2 1 ・ 1 ・ ニ格
発話 3 1 - 1 - 否定辞
発話 4 1 ・ 1 ・ 原因・理由形式
発話 5 1 ・ 1 ・ ニ格
発話 6 1 ・ 1 ・ 逆接形式
*1 表は、 SA の対識の丁寧形式を含む発話中に現れる項目(本稿で扱った項目)において、方言
形式と共通語形式のどちらが使用されているかを示したものである。丁寧形式が使用され
た 17 発話中lJ発話は切換えに与る項目がない。
(1) 表 14 から、 SA. YA は対方言話者には丁寧形式が使用せず、《対調》にのみ使
用することが分かる。
(2) 用例数は少ないが、表 15 のように、丁寧形式が使用されている発話では、他の
項目も共通語形式に切換えられている。
(3) 表 15 では方言形式が l 例使用されているが、以下のように自己修正を行った発
話である。
(12) 
009YF: え一。十月ぐらいにもうできるんですか?
→OlOSA: んーと、林檎回、林檎の作業主かかるからー (YF: は一一)大体あのばら
ばらです (YF: え)あの作業は。 (YF: あ一一)田んぼの作業は。〔老ー調〕
2.11ム解釈
(a) 阿部(2001)の中年層に対する調査では、丁寧形式が使用される発話内では他の項
目も共通語形式のみが使用されることを確認した。本稿の結果も表 15 のように、
自己修正した発話を除いて共通語形式に切り換っている。
(b) だとすると、上述のニ格、原因・理由形式、否定辞(否定表現)、逆接形式の切換
えの結果にも関わっていることになる。したがって、切換えは項目ごとの分析
の他に、項目聞をクロスさせた分析も必要となる可能性がある。
2.12. 様態
2.12.1. 結果
〔表 16*1J 
ヨウダ
老 (SA)
対老 対若 対調
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ンタ 7 4 2 
ホ 1 談話では連体形のみ使用されている。
(1) SA、 YA ともにカテゴリカルな切り換えがみられる。切換えの実例を、 YA の発
話で代表して以下にあげる。
(13) 
030SA: 青年団だな一。 (YA: おーおーおー)青年回ってどら二十、ニ+、二十二、三がら、
二十四、五ぐらいまでだべな一。 (YA: んーんー)ん一。
→031YA:へば今で言えばそいごそ草野ままみてんたもんだんだべ。
032SA: 草野球だな。 (YA: おーおー)うん。 〔老ー若〕
(14) 
132YF: は一。じゃ一、会科目じゃないですけど全種目みたいなのは、
→133YA: そうですね一大体ま皆さんが知ってる主主主競技はすべてやりますけど。(若一調〕
2.13. 引用形式
2.13.1. 結果
〔表 17)
テイウ
ッツ(一)
老 (SA)
対老 対若 対調
若 (YA)
対若 対老
13 9 
対調
9 
(1) YA において方言話者(SA • YC)のッツ(一)、《対調》のテイウといったカテゴリ
カノレな切り換えがみられる。
(15) 
→123Y: ん一。なんだが中学校のどぎもう肩壊したとがって一。 (SA: ん一一)ん一。で、手術し
てがら、寓校さ来たって一。 (SA んー)ん一。で、やっぱ来たけど、投げらいねがったはんで
一、やめだっつ一話だけども一。
(16) 
→115YA: あ一。 (YF んー)じゃあ、ラグビーはあのけっこ[結構]好きなんで見に行ったりしたん
ですよ。大学、 (YF: あ、そうなんですか)で、ラグビー部の友達もいたんで (YF: えー)結構
見に行ったんですけど。
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2.14.1. 結果
〔表 18)
老 (SA)
阿部貴人・坂口直樹
若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老
じゃ(あ)
J、、ノ〈
ヒャ(一)
16 
9 
(1) YA においてカテゴリカルな切り換えがみられる。
(17) 
12 
7 
-Ol1 YA:ん、三盟、おじーちゃん遣の時って、学校で部活とがってあったの。
OI2SA:ながったみたいだな一。
2.15. その他の項目
対調
〔者一若〕
(1) 本ノートの高知方言で取りあげられたノダと断定辞は、津軽方言ではパリエー
ションがないため、取りあげなかった。
(2) 縮約形は r....... シニヤ j (.......しなければ)のように、縮約された形式のみが使用され、
切換えの対象となっていない。
(3) あいづちは共通語談話では見られないため(応答調はある)、分析対象どしなかっ
た。ただし、東北方言の場合、ンダをあいづちとして扱うか否かといった問題
があり、分析する余地がある。
3. まとめ
(a) SA で切換えが見られた項目は、その項目の使用例が全く現れなかった引用形式
と談話マーカ以外のすべての項目においてである。一方、 YA では全ての項目で
切換えが見られた。
(b) 切り換えのあり方
(b・ 1) r方言形式対共通語形式j といった観点で見ると、 SA の切換え方は、 rSc ・
YA 対 YFj という切換え、 rSc→YA→YFj のような連続的な切り換えであり、
2 つの方言形式による切換え(方言体系内部での切換え)は見られないσ
(b・2) YA の切換えも方言体系内部での切換えは見られず、 ryC ・ SA 対 YFj と ryC→
SA→YFj といった切換えである。
(b・3) SA、 YA ともに、それぞれ rSc ・ YA 対 YFj rSA ・ YC 対 YFj という対立型の
項目が多い。特に YA はその傾向が強い。
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(b・4) 連続的な分布を見せるのは、逆接形式、ガ格、ヲ格、ニ格(SA のみ)よ推量形式
(SA のみ)、とりたて助詞であり、助調がこのタイプをとる場合が多い。
(b・5) 他の方言形式との共起関係(制約)、構造の切り換えと対応置換(ネオ形式による
切り換え)、共通語形式の方言への取り入れ(可変的な切り換えとなる可能性が
ある)、アコモデーションが切り換えに関わっている。
(c) 以上から、津軽方言話者の切換えには、年層を問わず、方言対共通語といった
対立が存在し、共通語への切換えを目指す。しかし、老年層では切換え能力が
完全ではなく、その結果として連続的な切換えの様相がみえると思われる。
(d・1) ただし、 SA の切換えは恋意的ではなく、 1 つの発話内に共通語形式が連続す
ることが多い。
(18) 
057YI: あ、そんなに普から.
→058SA: 今主主Lさ、そのーやって皇位、やって皇位って言うが、あのー、先頭に立って、
やって皇位企主一、 (YF: あー)長男控ゃっ主主主主。
059YF: え一、へ一一。林檎の林檎畑って'言うんですか、は、この近所なんですか?
〔老一積〕
(d・2) このことから、発話ごとの分析、談話での位置といった分析単位によって分析
を行うことも必要であろう。
(e) 切り換えの基準
(e・ 1) (a・ 1) の rSc ・ YA 対 YFj rSA ・ YC 対 YFj といった対立から、改まり・親疎
開保を基準~-bキ現り替たぞいる」も考えられる6
(e・2) しかし、当該方言の場合、「方言話者 対 非方言話者」といった対立の可能
性もあり、検討する余地がある。
(e・3) rSC 対 YA ・ YFj rSA 対 YC ・ YFj といった対立型が見られないことから、「年
齢J は切り換えの基準となっていないことが分かる。
4. 展望
本稿では津軽方言話者のスタイル切換えについて、文法形式を中心に分析してきた。
各項目の分析中であげた課題群に取り組むことによって、津軽方言話者におけるスタ
イル切換えを究明するだけでなく、他の地点との比較によってスタイル切換えの類型
も明らかになると思われる。また、分析で度々述べたように、切換えには共通語形式
の方言への取り込みが深く関わっている。スタイル切換えの研究を進め、取り込み方
との関係についても新たな見解が見出せるかもしれない。
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なお、本稿では文法形式を中心に分析を行ったが、 ~2ふでも触れたように当該方
言には音声・音韻にも方言的特徴が存在する。特に東北地方は単音レベルでも方言
的特徴が多く、単音レベルと韻律的レベルの相違も分析すべきテーマである。これ
については、談話での音声・音韻の分析方法を含め、今後の課題としたい。
《引用文献》
阿部貴人 (2001) W青森県弘前市方言話者の標準語スタイルの記述 ーコード切り替
えの観点から一』大阪大学大学院文学研究科修士論文
田野村忠温 (1988) r否定疑問小考j W国語学~ 152 
あべ たかひと(大阪大学大学院研究生)
t_abe@d9.dion.ne.jp 
さかぐち なおき(大阪大学大学院生)
cde76290@p釘'.odn.ne.jp
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〔老ー老〕
調査日時: 2脱却明月 17日
調査場所 :SA宅
話題:子供の頃の遊び→昔の生活→青年団の
頃の活動
∞lSA :ピー玉ってすーのなゃったな?
α臨む:ビー玉?
∞13SA: ビー玉っとがあの、
側SC: おらだっきやそ、あのーじっちゃどーわ
どち、違るーどごで育ってるもんだど
ごで}、違うべ?
肪SA: ん
α阪証ご:ん。じっちゃはー こごで育ってーだはん
でおら達の遊びどまだ違うねな。
ω芯A: 違うな。
α駁量C: ん。おらちせ時の遊びはよ、あいだでや
ーななんてへばし、一、
α19SA :ピダ、ビダごとなんてすーんだがさ。
01仮置ご:あい、あれごと な?
011SA: なんですんだっけ。
012SC:あれごと、あれごと、こぢの言葉で言
えばピダだでば札 (SA :んー)ん。
013SA :ん、ピダだ、ピ、ダだばって、 (SC :ん)なんて
すーんだっけなー。
014SC :ん一。おらだばまだあのー違うねあの、
ら一。なんですんだ、ガラスででぎだ一、
ん一、玉。
01鐙A: ん一、んでは
01~丈:んーん一、あれやったりーそいさ石蹴り
ーんだべ? (SA:んー)ん、石蹴りだのそ
れがらあのあいだのだべ?わい一、ん
と一、縄問臥だでぱな。 (SA: んー)縄問回。
万。男どは刀。 (SA: んー)女どは、あのー、
あれ、お手玉 l だでば仏お手玉やって遊
んだし一。 (SA :んー)んー。そいがらずっ
とおら野球みたいだものもやったん
だよ。
01抱A:**、野球、ゃったね。
01&SC :ん一、ちせ} 時
019SA :ベースって、すんだな?
回政ご:あのこう石置いでよー (SA :んー)こう
置いであなんだがさやってこうやって取
ったんだよあのボールごと。 (SA :んー)
じちゃどだば、どんだがさわがらねばっ
て、
021SA :そしたんず、ゃったなo
022SC :ん一、そしてーあの 1円の金こであ (SA: 
ん一)あんこてあ穴掘ってあ (SA :んー)
そしてあのーば、あのき、場所決めで
あ (SA :ん)穴さこうへればとにいーず、
それもやったよ。そたのやねが?
ω3SA :そいだばやねんた。
0241丈:ん?
位5SA :そすたのやねんた。
儲双， .おらほだばゃったねそったの。ん一。そ
したのやってあ、
舵芯A: や、はてねんでlえ
位径;C:や、はてらんだよー。は****がら、したは
んではじめあの、みなはってるはんで、
しゃべねばまいんずよ。とっこしてれば{笑
し、} {笑いながら}まいでばなそーしてそ
うして、しゃべらいでやってるもだもの 30
分も しゃべねんだばまいでぱな、どーし
てー。 λr一。それもやったし「んー。おら
どごだっきや、そんだよー。こごだばどん
だがさ、おらど違った生活してる もんだ
どごでおらどごだばそうしてそたずか
もねしてもいーって、そたずみなはれ
ばまねはんで、かもねしてもいって。
んー。そたずも、遊びもやったし一。 野
球みたいだもの、今考えれば、何だがわ
がんね It-，ど色γ、あのL ち堂、あそ:，__Il寺だば
そうしてやったし、こんだ、スキーだ。 (SA : 
んー)冬さなれば、スキー。夏さなればあ
のー、川さ行ってー (SA :んー)あの、水遊
びだでぱな一。 (SA: んー)んー。水遊ひア二
んーんーでねぐ しゃべにや}まいでばー
{笑し、} {笑いながら}わーばりしゃべってそ
いさんったってまいでばなー。どーし
て一。{笑い}
ω9SA:だって頭さパッパど、こねーね。
ωαEご:ん?
ωlSA :頭さパッパどこねー。
ω怒む:ん一、んだでば一。そしてー なんですーな?
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春がら哨もば、春、遅ぐ雪けるどごで、あのー
親だづーあの、あいだでぱな、山さ行け1ま­
(SA :んー)一番先に、マンサグの花取って
きて一、飾ったもんだって。 (SA: んー)ん一。
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〔老ー若〕
調査日時: 2削除年3月20日
調査場所: SA:宅
話題:霊童→孫の話→昔の恵→孫、の話
∞IYA: ベま何だ野球の話さにや一まいんだ
ベな。
002SA :野球の託
003YA: おじーちゃん野球やってったんだべ
側臥:λf、野珠ちょっとな1
αl5YA: ちせ」時ゃったつきや、そ、外で。
α臨A: ん一。
ω7YA: 覚いでね?
α臨A: 思い出すな。
聞YA: ちっちぇ時よぐゃったつきや、外で。
01侭A: ん芯
OllYA: ん、へば、おじーちゃん遣の時って、学校で
部活とがってあったの。
01怨A: ながったみたいだなー。
0l3YA: へば、野球やってったって言えば、そい
ごそ仲間うちで、やってったの。
OI4SA :戦時中、でったどごで野球はほとんど中
止だなー。
例5YA: ん、へIまちせ」時みんなで遊んだと
そいでも野球好ぎだったんだべ?
028SA.:ん、好ぎで学校卒業してがらやったな
一。 (YA: んー)ん一ι
倒YA: あ、へばそいごそこの辺の人遣で集ま
って.? (SA :λ.r-)ん一。
倒lSA :青年団だなー。(YA: おーおーお-)青年団
ってどら二十、二十、二十二、三がら、
二十四、五ぐらいまでだべな一。(YA:
λrんー)ん一。
ωlYA: 吋ま今で言えばそいごそ草野球みて
んたもんだんだべ
ωぉA: 草野球だ払 (YA: おーおー)うん。
æ3YA: だんで野球す、お母さんがら関いだんだ
けど一、野球だはんで、 (SA:ん)あの博
史おじちゃんさ博史ってつけだって(SA:
んー)中村努ぎだはんでって。 (SA: ん悶
今でも野球は見るんだよな。
ω4SA:野球は見でる。
ω，5YA: ん、ベま、ど、どごのチーム好ぎだんだべ
侶6SA:今だぱ今どごどごのファンだべな。
侶7YA: ベアーズではねーの?
白隠A: ベアーズでだばねーえら
ω9YA: あ、んだん巴
例侭A:λr一、ま、 K 強いはんで見るけどな。
ωIYA:λr。ん、ベま昔中村って何だっけ (SA:
が、そんな感じ? 、 **)今で言えばシャークス(チーム名)だが?
0l6Sん :λ戸、んだなー。あ、あのなんて言うんだ (SA:**)シャークスだが?
つけ、あれ、あのなん、おらピダって言 042SA :砥 (YA: うん)N2だが。 (YA: んーん一
一一与合出世汁時キ言ラ-hだ~~ーあ托~~_______lv--___}__1こ__fli_liIJ.さつまこんど」虫色血ι
O17YA: 何だ'.r-;.
01&'iA :こうゅう、こうゅう、こうゅうのピダって
言うのあれなんて言うんだっけあれt.t，.
O19YA: お面?
回lSA:んー、ん一、ん?
021YA: あのこう叩ぐそνヨ?
位おA オ戸、こうやって、
回~YA :ひっくり返すやづ? (SA: Iv--)λ戸、ん一
んー。
倒SA: あれー、あれーとそいがらあのなんて言
うんだっけ、こうゅう 玉のやづ。
防YA: ん一、ビー玉
儲íSA:ビー玉。(YA: 人r-) λ戸。あれやったな「
位7YA: あ、ひゃー野球はたんだあいだんだ、こ
う仲間うぢで遊んだっつーが。(SA:ん
一、んだなー)λrー。
お-)頭さパッとこねーわげよ{笑} (YA: 
ん?)頭さ パッと (YA: んーん一)ノ屯ッパ
ど。
043YA: んー。ひゃー今でも野球は見るんた二
ω俗A: 野球は見でる弘
045YA:λf一。ペアーズなペベアーズ、しいーの品、ぁ
づめぢゅーけど (SA :λrー)そいでも勝でね
つきや。
例6SA:勝でねねな一。
併7YA: ん一。あんまり いーのあづめづぎだんだい
な一。
例おA: んだんたな o
049YA: みんなホームランホームランばい打づや
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〔老ー調〕
調査日時: 2以炉開月 17日
調査場所 :SA宅
話題:些韮撞→昔の遊び→昔のことば
∞IYF :どうも初めまして西村です。今日はいろい
ろと教えて下さい。ここは今は農業をな
さってるんですか?
α四A: んーー、年だから、 (YF: えー)もう引退つ
て言えばいいのが仏 (YF :あー)手伝っ
てはいるけど。
003YF :どんなものを作ってるんですか?
側SA: ;j;t檎と米
郎YF: はー。この辺りですと、問植えと州まいつ
頃になるん?すか?
α凶A: 回縞えは早い人で 5月の末頃がなー。 5
月の 20日ごろかなー何F: はー)早い人 ω
で。 (YF :えー)遅い人で 5月、の末頃
なるな一。
ω7YF :ん一。で}、草取ったりして (SA: ん)全部
倒活A: 品種は一番多いのは、フジ、フジだね0
02IYF :フジ、は一、フジ以外にも。
位おA: フジとか、ムツ とか、 (YF:あ一一)世界
ーとか、品種はだいぶあります。
023YF :あ、そうですれ~番多いのがフVo
α陥A: フジだね。
邸YF:λr。収穫っていうのはいつ頃になる
んですカ元
α路A: フジは 11月のはじめ頃です。
位内F: あー一。それで出荷ということ Iこ。
ω8SA:え一、そう。
ωIYF :あ一。その辺りまとめて出荷するんですか、
それとも、ここーの家で出荷するというか
たちに。
@侭A:λ戸、様々です。
ωlYF :どれぐらい取れるんですか、何トン と治、
仮おA: 家では箱数、箱つであのー作F: えー)
林檎箱数っていうがな一、
ω3YF: どれ、普通の林檎の箱ですか?
ω4SA :λrー (YF :えー)木紘
ω釘F: はい、え、木箱ですれ
はじゃ稲刈りとカヰまいつ頃に。 ω6SA:ん
α際込:稲刈りも あります。 ωπF: どれぐらいの大きさですっ品、
仰YF: えー。十月ぐらいにもう できるんですか? ω蹴:んーと、高さは一、高さは知センチぐらい
飢侭A: んーと、材檎さ林檎の作業にかかるから で σF: え)ん、長さは、どのぐらい、なるの
一円F: は-)大体あのばらばらです (YF: が。
え)あの作業比 作F: あ}ー)田んぼの作 ω，9YF:あー。この机の、半分ぐらいですカ弘
業は， 例俗A: ん、半分くらしL 
一一---9H￥F--:あ「そ持Jロマ材対本桶の一件業ぅ宅-\r'、_____1MlYE_二錨費ーおつき~~空全払他斗d-_.，竺二
うのは、どうゅうふうに、なさるんですカ元
0I2SA :林檎の作業はあの袋かけるのも、ある、
作F: えー)袋かけるつ;ていうのは、袋
かけてそれがら、袋はいで、着色するわげ
です。
OI3YF: え一。それほどうゅうふうに して。
0I4SA :ん一、袋かければあのちゃ、着色しや
すいんです。
01針F: あ}一。じゃ一、全部実ひとつひとつに、
袋をかける、
0I6SA :ん{、そう。
0I7YF :あ一。 1枚だけですか?
OI8SA :いや、今三十袋多いのは三十袋、とか、
二+袋とか、
01針F: あ一一。沢山で対:l.~。この辺り林檎の品
種は何、になるんですか?
ω鐙A:***、木箱入れで、出荷す、出苛って、
あのー市場へ出すわ110
ω3YF: あ一一。市場はどこ、青森市ですか、弘前市。
例4SA:弘前。
M:何F: あ一一、じゃ、そこまで持っていって、
(SA :えー)ん一一。
ω6SA:それがらの、農協、農協でも、やってます。
似宵F: あ一一。昔から、材檎と、お米だったんですか?
例おA: ん一ーと、途中で増やしたがら、ま、材檎と、
米だべな、普から。
仰宵:あ一一。やっぱり 昔と今とでは、作業とか、
全然違b 、ますか?
倒鼠A: 違います。
05IYF :あ一、どうゅうとこが， 0 
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阿部貴人・坂口直樹
〔若ー若〕
調査日時: 2削除年3月 19 日
調査場所 :Y""宅
話題:生蔓→壁盤→高校時代の部活→友
人の話題
∞lYC: 今日仕事休みだったんず?
α町'A:あー。
003YC: 今日何曜日だっけ、今日、休みだず?
側YA: うん。
肪YC: あ、んだんずな。ひゃーおめー
α厄YA: 安藤、休みだんずな。
ω7YC: あー。
α沼YA: 安藤、今も教えぢゅーんだべ
α'9YC: あ、逓2回だばってな6
0IOYA: あ、んだんず?
OllYC: あんまし行がいねしよ。
012YA: あぺんだべ
013YC: おめーも忙しつつ一話だぱ仏
014YA: ん一、今な、忙し一時期だんだいな6
015YC: ん一。
OI町'A:夜帰ぐらいだべな。
017YC: 家さ帰るんず?
OI8YA: ん一。ま、いつつもではねーけι 蹴丘続
白3YC: 大会さ 連れで行がにや一まいはんで、その書
類とが、な。
ω4YA: あ一、書がにや一まいんだべ
ω，5YC: あ一。だばって、ちょっとだけどアム
ω6YA: 野球は教えねんずな、教えらいねんずな。
ω7YC: 野球ってやっぱ教えて一人いるばな、い
っぺ'-0 (YC: あー)一番大変だんずな。
ω8YA: んだいな。だばって、中学校だばそんでもね
ーんでねーの。
ω9YC: 学校によるJ、
側fYA: あ一、んだいな。
OUYC: ま、高校ほどでねーはんでな。つーが、高校に
もよるけどよ。それによ、中学校、軟式だぱな。
(YC: ん)高校の野球ど全紫遣うしよ。
042YA: 飛ばねーべ
043YC: 飛ばね。ま、金属パットだばって。
ω4YA: もう たげ木さ慣れだべよ。
ω5YC: Iv-。金属感覚つかめね。
ω6YA: んだいな。わ木使ったごとねーはんで、わが
んねばって。
047YC: でもわんど竹で練習したば札 (YC: ん)
最初っから 金属さ慣れでまっちゅーはんで、
あの、小学校の時から。そせばもうまいぱな。
ま、高校さ入ってがら慣れればいーんだばって。
(YC: ん)そー簡単にいがねーねな。芯外れで
いぢゅー。 もいーんだはんで」
019Yむ:あー。 例8YA: ひゃー しばらぐ陸上だんず?
側YA: おめも忙しんす1 仰YC: 分かんねー。来年何さなるがとが、まず分か
一位符~喜一金石央官号宅v鵬ζ一残業ぅ宅寸らる相手________lu盆竺&也、な
でねーい ぐYC: んー)葡暗悦刊tにやーまい α節目:今年は陸上だんだべ
けど。(YC: んー)翻括ったって、ただ見ぢゅ
ーだげだはんでな。
位2YA: あ、んだの。
回，YC: 見ぢゆ}だげつつーが、あんまし手出すわげ
にもいがねーはんでよ。わ顧問でもねーし。
024YA: あ一、そっか。
位5YC: いまそれに、陸上だんた
側YA: あ、んだんず、野球でねーの。
位7YC: 野球もう先生いるし。
ω町'A: 陸上教えにいんずな侠川走るんず。
ωYC: わっきや走んねーいな。
ωOYA: 大学のとぎ陸上って習った?
ffilYC: ま、やるにはやったそも (YC: おー)だばって、
授業でやるんずどまだ違うばな。
ω，2YA: んだいな。
051YC: 今年はな占
限Y: 強えーんだな。
間，YC:λf、まーまーだな。一応県大会さも出ぢ
ゅーし、ま、県止まりだばって。
054Y: ひゃー、大変だばな。
055YC: いや、b-ぱりでねーんた
価Y: あ、んだんずな。(YA: ん)他にもしもんだな6
057YC: んー。いにや一まいんだね。
058Y:ん? ってへI'!，剖現?
籾YC: 部長でねぐ、その、専任もいにや一まいでは
オ?ーぱりだI'!，
側Y: あ一、んだんた
061YC: なんが、ありや一まいしよ。
飽y. 怪我とが?
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倒NA: いや応援で行ったので別に遊びに行つ〔若ー調〕 たようなものなんですけど，
調査日時:笈政再3月 17日 | ωlYF: あっ、そうですよね。
調査場所 :YAJ宅 I <B2YA: は凡 師:へー)で、泊まったのが京都に
話題 :YAIJ)立主→野球→ 大学生活→ こ| 泊まったんで、
とばの違い I 033YF: あっ、京都だったんですれ
ω4YA: はい。あの、選手はちゃんと本当の兵庫に
∞lYF :それでは初めまして。 (YF :えー)泊まるんですけどo ~筒愛は京都
002YA: 初めまして。 に泊まって。
003YF :え一、安藤さんと 同じ大学で勉強してま ω究F: へ「で、大学の時もずっと体育会の方で。
す、 N(.，人名)と 申しますュ ω町'A:はい。大学の時は軟式野球ゃったんですけ
αl4YA: あっ、 1 ど。 作F: えー)はむ、
肪YF: えーと、今は、今は非常勤干なさってるんで ω7YF :ほー。軟式野球ですと 大会っていうのはや
すか。 っぱり 6大学とかであるんですれ 6大学じ
蜘YA: はい。い、 1年間の非常勤です。 ゃないですけどあのー東京の大学リーグ
ω7YF :あ、そうなんです功、 l とれ
明YA: は凡 ω8YA: あ、一応リーグがあって一、で、それで勝
仰YF: な、科目、と言うか教科l丸 ったら全国大会、作F: はー)があるんで
010YA: 保健体育です。 すけと二
OllYF :あー、ずっと保健体育。 ωYF: どれぐらい沢山大学がでやってるんで
0l2YA: はb 、。 す語、
013YF :へー。スポーツはずっとなさってるんです 例。YA: で付2一。もう全国の大学作F: へー)が
カも ありますけ乙
014YA: は川野球やってます。 例lYF :へー。一番の例えば高校ですと 甲子園つ
01買F: はー。何歳ぐらいからですれ て感じですけど (Y: えー)大学ですとどこ
016YA: もう小学校入る前から。は凡 でやるんですれ
0l7YF :ほ o ずっと高校大学、中高大と。 042YA: あの、硬瑚まわかんないんですけど作F: え
018YA: はνL そうです。 ー)軟式野球は、その、その年によって全国
一--{)限界÷ム「一手4ι弘前{;;-いら~たん"\!T友会のぞる握由里違う五2全性l:::._1YE_;_
カも
四fYA: 高校までは弘前です。 (YF :はー)で、大学
が刊大学名)です。
02IYF :は一、そうなんですコh
α'!1.YA: Iまb 、。
四iYF: は一、じゃー東京の方で。
αZ4YA: はv\
侶釘F: へー。ポジションは どちらなんです力、
α腕'A:ファーストです。
位斤F: は一。じゃ一、いろいろと 大会とかも。
Ol8YA: ですねー。 v\ 高校 1年の時は甲子園に行
ったんですけど一。 作F: あっ、そうなんです
カトー)あの、自分は出て加、ですけど。 (YF: 
えーえー)応援で行ったんですけど。
ωYF: あー。じゃ一、あの辺りをいろいろとこネ胤
あっそうなんです功守いろんな地区で。は
b 、。
of.究F: ほー。じゃ一、 4年間やってていろんなとこ
行かれたわけですよね
ω4YA: そうですねー。
C凶針F: へ'-0 例えばどんなところ行カれました?
046YA: 4年聞いたうち 3回全国大会、に行った
んですけど。 (YF :えー)で、 3回優勝した
んですけど。
開YF: へ}、すこ九、で付';1-，。
ω8YA: 一年の時が宮城で(YF :ほー) 全国大会ゃっ
て一、 (YF:えー)で、二年の時が大阪でやっ
て師:ほー)、で、四年の時地帯林県でやっ
たんですけど。
049YF :ほーロ大阪は大阪市内の方ですカ'\，
mσYA: です。
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